
 

  

令和４年 2 月 25 日発行 

 発行/ボーイスカウト世田谷第 5 団広報部 

http://setagaya5.boy.jp/scout/ 

ビーバー隊｜たこ作り＆たこあげ／多摩川七福神めぐり 

カブ隊｜たこ作り＆たこあげ／多摩川七福神めぐり 

ベンチャー隊｜天体観測 in 清里 

リニューアル 第 10 号 

ボーイ隊｜新年お焚き上げ 

会議報告 

会議予定 



2021 年 1 月 9 日（日） 

【たこ作り＆たこあげ】 

ビーバー隊副長 

塩見正人 

尾山台小までみんなで移動しました。尾山台小学
校に到着後は朝のセレモニーを廊下で行い、新入隊
員 1 名の入隊式を行いました。 

その後はカブ隊のプログラムに合流し、ビニール袋や
ストローといった身の回りにある品で凧作りをしました。
保護者の方の協力もあり、みんな上手に凧を作ること
ができました。その後は、多摩川の河川敷まで徒歩で
移動し、河川敷で昼食を食べました。 

昼食後はいよいよお楽しみの凧揚げ。とっても高くま
で飛ばせるスカウトもいて、寒さを吹き飛ばすように走
り回って、みんなハアハアいいながら汗をたくさんかきま
した。 

その後は野毛公園まで移動し、ベンチャー隊のお兄
さんの菊章伝達式、カブ隊月の輪上進組とボーイ隊
の顔合わせ式など、お兄さんたちのキラキラした姿を見
学しました。スカウト活動を続けいくうえで先輩へのあこ
がれは強力な原動力となると思いますので、良い機会
だったと思います。 

今日は、朝から凧作り、多摩川まで徒歩、河川敷
では凧揚げで走り回り、最後は野毛公園を回って
等々力のゴルフ橋まで徒歩という長丁場だったので最
後は少し疲れてしまったスカウトたちですが、解散後に
お友達と遊びに行くビックビーバーたちを見て頼もしくも
感じました。 



2021 年 1 月 23 日（日） 

【多摩川七福神めぐり】 

ビーバー隊副長 

塩見正人 

集合後、九品仏交番裏で朝のセレモニー後、カブ
隊と合流。カブ隊のプログラム担当リーダーからの説明
を真剣に（？）聞いて、九品仏駅から電車に乗って
武蔵新田駅まで出発。 

電車に乗れば外が見える場所が大好きなスカウト
たちはドア窓付近に集中。リーダーに引き剥がされなが
らもマナーは守って、無事に武蔵新田駅に到着。 

スタート地点近くのチェックポイントで七福神めぐりの
ルールを確認。永島副長をリーダーとするビーチーム、
塩見副長をリーダーとするバーチームに分かれてスター
ト。各チーム、リーダーとビックビーバーが地図を読み、
巡る順番をみんなで決めて、両チーム予定よりずいぶ

ん早く巡り終え、時間調整に公園で遊ぶ時間まであり
ました。 

無事にみんなゴール、九品仏まで電車で帰りました。
帰りの電車では途中、隊が二手に分かれてしまいまし
たが、無事に合流して九品仏まで帰ってきました。 

九品仏到着後は、結果発表！ビー、バー、両チー
ムとも訪問した場所のクイズは正解。回った場所が多
かったビーチームが優勝しました。バーチームも一生懸
命頑張りました。最後に景品のおやつと完歩賞をもら
って、みんなお腹ペコペコで帰りました。 



2022 年 1 月 9 日（日） 

【たこ作り＆たこあげ】 

カブ隊副長 

保科哲也 

エコな凧を作り、自然の中で揚げる活動目標のもと、
尾山台小学校に 9 時集合。今回はビーバースカウト
10 名、見学者 4 名、保護者も多数参加してくれまし
た。 

組集会、始めの式を終えて、凧作りの説明を始め
ます。今回の目標は、わかりやすい説明と手順の明確
化です。カブ隊の各組とビーバー隊に完成品を置いて、

工程ごとに見本を掲げて説明しました。8 時 45 分か
らの組長集会で提案された、凧に絵を描く組対抗の
デザイン審査も実施しました。 

午後は多摩川河川敷でカブ弁当を食べてから、カ
ブ隊ビーバー隊合同隊集会の後、凧揚げを行いまし
た。 

当日は晴天で風がなく、高くは飛ばなかったけれど、
30 以上の凧が飛ぶ景色は、壮観でした。 

デザイン賞の結果は、 1 位 3 組、2 位 1 組、3 位
4 組、4 位 2 組でした。また風がある時に、多摩川河
川敷で凧揚げをしてくださいね！ 

4 組 DL 

渋谷真紀子 

新年最初の活動は、スーパーの袋とストローでの凧
作りでした。 

副長が丁寧に説明してくださったので、うさぎ～くま
までのスカウトが自分の力で作り上げることができてい
て、また、絵柄のテーマ「お正月」にちなんだ絵を友だ
ちと会話を弾ませながら楽しそうに描いていました。 

多摩川での凧上げは、風はあまりありませんでした
が、自分で走って凧をあげたり、小さな風でもチャンス
を逃さず工夫してみたりと、それぞれが自分の凧を嬉し
そうにあげていました。 

「自分で作ったもので、自然の中で遊ぶ」経験が少
なくなってきている中、スカウトたちが戸外で生き生きと
遊びを楽しんでいる姿をみることができ、とても嬉しく思
いました！ 



1 組しか 

南達也 

今日のたこづくりは、簡単だったけど、作るのに思った
より時間がかかりました。風がなく、あまりたこが上がら
なかったけど、楽しかったです。 

2 組しか 

西村颯真 

ぼくは、約５年ぶりにたこあげをした。風があまり吹

いていなかったので、たくさん走って楽しかった。 
帰ってきたら、読売新聞にたこあげのにしき絵がのっ

ていたのを見つけた。子どもがたこあげをしていて楽しそ
うなところに共感した。 

 

4 組くま 

佐藤馨太 

凧あげのための凧を作りました。作るときに少し工夫
をしたので思っている以上に凧がとんでうれしかったです。   



2021 年 1 月 23 日（日） 

【多摩川七福神めぐり】 

カブ隊副長 

清水恵子 

CS ラリーが中止になってしまった 1 月 23 日に、カ
ブ隊は多摩川七福神めぐりに出かけました。ビーバー
隊と合同のプログラムとあって、お兄さんらしくいいところ
を見せよう！と思ったか思わなかったか(^_^) 

２隊一緒に武蔵新田駅までの移動は、周囲を圧
倒する大所帯ぶり。とはいうものの、電車好きの多いス
カウトたちはマナーよく電車に乗っていました。 

組ごとに、地図に書かれたルート通りに歩き 7 ヶ所

でクイズに答え、時間通りに戻り、最後におみくじをひ
きます。それぞれの得点を合計して順位をつけます。ル
ートは 8 の字になっていて、武蔵新田駅からすぐのスタ
ート地点がその結節点になります。4 組は 4 方向に向
かって出発。他組と並走にはなりません。 

神様のところに着くと、まずきちんとおまいりしてから、
神様の名前、どんな神様か、ご利益はなにか、に答え
ます。 
スカウトは細かいところをよく見ています。赤いのぼりに
ご利益が書いてあることに気づいたり、楽器を持ってい
るから芸事の神様だと推理したり。 

迷子になることもなく、とても早いペースでまわり、ゴ
ールが早すぎると加点がないため、各組上手に時間
調整をして時間通りに戻ってきました。４組ともゴール
点は同点。 

九品仏に戻って、クイズの答え合わせをすると、これ
また４組とも全問正解で同点。 

ということは、順位はおみくじ点で決まる…？まじめ
におまいりしたご利益がさっそく…？ 

結果は大吉をひいた１組の優勝でした。 
学芸上達！家庭円満！商売繁盛！と神様のご

利益があらわれるといいですね。今はなんといっても疫
病退散！！ですね。 

1 組 DL 

杉山明日香 

スカウト達はなんとなく聞いたことあるという程度だっ
た「七福神」。 

姿の特徴や由来、そしてご利益など改めて学ぶこと
ができ良かったと思います。寒い中、地図を読み解こう
とがんばったシカ 2 名の頑張りを褒めたいと思います。 

1 組しか 

河合蓮之甫 

七福神の名前を覚えられたり、何の神様かわかって
よかった。いっぱい歩いて少し疲れたけど、最後の得点
おみくじで 4 点を引いて 1 位になれたのが嬉しかった
(^^♪ 



2 組くま 

河田陽太郎 

多摩川の七福神めぐりをしました。すべて回り、＋5
点も取りました！けれど、おみくじで 2 点だったので、3
位でした。ですが、一生けん命がんばったので、楽しか

ったです。 
そろそろくまもおわりなので、最後まで楽しみたいで

す。 

3 組しか 

杉山慎之介 

七福神はすべてポ
イントを回れて、神様
のことをいろいろ知れて
良かったです。今日の
活動は全員集合して
いてとても楽しかったの
ですが、ふざけたことも多くまだ組がまとまってないと思
います。まとまってないから、最後に引いたおみくじが
「末吉（1 点）」だったのかもしれません。 

4 組くま 

小川優祐 

自分たちの力だけで時間内に七福神を全部見つ
けることができて嬉しかった。
その上、４組は総合結果が
２位になることができて良か
った。本当は１位をとりたか
った。自分のくじ運がよくて吉
だったのが勝因だと思う。七
福神のことはシンプルに知ら
なかったけど、今回初めて知
って、街中にまつられている
のも意外だった。 



2021 年 1 月 9 日（日） 

【新年お焚き上げ】 

オットセイ班 

草嶋海斗 

先日の活動では、オットセイ班の人数が自分を含め
2 人という、協力するには不十分な人数だった。しかし
味噌汁、おにぎり、両方とも大きなミスなくおいしく作る
ことができた。理由は言うまでもなく「協力」だろう。二
人しかいないから、班長も自分も暇な時間がなく、じゃ
れ合ったりすることも無かったためだと思う。活動と休憩
のメリハリをつける事がボーイスカウトにおいて重要にな
ってくることを改めて学んだ。 

オットセイ班 

長井達大 

今回は骨折や部活などで行けなかったので、勉強
会を除くと久しぶりの活動だった。僕らの班は僕と草嶋
くんしかいなかったがリーダー達の分も頼まれた。僕が
火番を担当してあらたに学んだことは全体を支えるた
めの 1 番下にある大きい木材 3 つを上手く燃やすこと
だ。木材が減ってきたら下の木材を反対にすることで
燃え移らせてできるだけ時間を長引かせていった。草
嶋くんには班長としてやることを指示できた。結果、リー
ダーに褒められるほど今までで 1 番上手くできた。今回

学んだことを忘れずに次に活かしたい。 
青木くんの菊章授賞式やラリーの表彰、月の輪との

交流は、沢山の人がいて緊張したが、オットセイの班
長として役割は果たせた。僕はまず1級章をとって、次

のラリーは 1 位を狙い、月の輪を導けるようになりたい。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

カモメ班 

秋山慧至 

飯盒やお湯を沸かす鍋を置かずに火を付けてしまっ
たので、次からは手順をちゃんと考えたいです。 

 



カモメ班 

佐藤彬 

お焚き上げやおにぎり･味噌汁作りをしました。味噌

汁は美味しくできました。午後に月の輪が来て自己紹
介をしました。次回月の輪が上がってきて一緒に活動
するのが楽しみです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

トナカイ班 

河津颯太 

今回のボーイスカウトでは、結構綺麗にご飯も炊け

たし、味噌汁は最初は薄かったが味噌を少しずつ加え
て美味しくなったのでこれからも料理をする時は気をつ
けて作ろうと思います。それと、火が全体に当たんなか
ったのは、うまく出来なかったなと、思いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2021 年 1 月 3 日（月）～4 日（火） 

【天体観測 in 清里】 

長井謙介 

今回の流星群観察の参加者は、長井、中澤、村
山、青木です。観察目標は、主に 1 月上旬に定期
的に現れる、定常群という流星群の一種です。 

今回の定常群は、「しぶんぎ座流星群」という
2022 年 1 月 4 日の午前 3 時から 6 時に極大（見
ごろ）が来るものでした。現在のコロナが蔓延している
という中、感染対策に注視した上で、コテージで宿泊
をしました。 

そして大変寒い中、誰もいないひらけた場所で多く
の流星を眺めました。手足の指先の感覚がなくなるほ

ど風も強く、気温も低い場所でしたが、星空と流星の
混ざった絶景を眺められたことは、非常に貴重な経験
となりました。 

計画書については、労力の必要となる作業だなと

痛感しました。普段の生活の中で計画書を書くことは
行なっていなかったので、予想以上に時間がかかりまし
た。この先も機会があるならば、積極的に計画書を作
るよう心がけていきたいです。 

コロナ禍で、この先の活動がいつできるかわからない
状況ですが、パンデミックがいち早く収まって欲しいです。 

 

 

 

中澤道 

コロナ禍ではありながら、久しぶりのベンチャー活動と
して星空観察を行いました。僕自身、流星群を見ると
いうのは初めての経験で、今でもその興奮が蘇ります。
また、仲間と極寒の中、いつ流れ星が流れるかを待ち
続ける時間も、ひとつの良い思い出になりました。 

今回は、ボーイスカウトを通じて仲間と同じ景色を
見るという最高の経験をして幸せでした。 

今後のスカウト活動に活かしたいです。 



村山太河 

今回、星を見に出かけたのは山梨県の清里。自然

に溢れた場所で、電車に乗っている時から、普段目に
することのない雄大な自然と、地面を覆う雪に心が躍
りました。空気もとても綺麗で、遥か遠くの山々をも見
渡すことができるほどでした。 

当日は星を見るには絶好の天気でしたが、凍てつく
寒さで、重ね着をしてカイロを持っても、とても寒かった
です。しかしその極寒の中、外に出る価値があるほど、
冬の夜空はとても綺麗でした。観測場所で、ヘッドライ
トを消して空を見上げた時の感動は、今でも忘れませ
ん。 

そして満点の星空の中に、流れ星を見つけた時はさ
らに大きな喜びを感じました。しかも流星群だったので、

その喜びと感動を何度も何度も味わうことができました。
もちろん（？）、流れ星にお願いもたくさんしてきまし
た。叶って欲しいです。しぶんぎ座流星群の観察は大
成功を収めることができました。 

また、星空観察以外でも自分達でご飯を作ったり、
温泉に入ったり、トランプをしたりなど、キャンプでの思い
出もとても楽しいものを作ることができました。久しぶり
のキャンプだったので、キャンプの楽しさを思い出すこと
もできました。最後にキャンプの計画を立ててくれた長
井くん、ありがとうございます。とても貴重な経験ができ
ました。 

 

 あの夜空の絶景を忘れることなく、自分の感性の発
展へと繋げていきたいです。そしてこれからも、日常で
は味わうことのない貴重な経験をたくさん積むために、

積極的にキャンプ活動に参加していきたいです。 

青木睦歩 

今回ははじめてのスカウトだけでの活動だった。その
ためいつものようにスムーズに行かなかったこともあった。
しかし、流星群を見る機会はそうそうないため、とても
いい経験ができた。今はコロナが増えてきており、なか
なかできるような状態ではないが、今後もスカウトだけ
での活動ができたらと思う。 

 



 

 

◼ 団会議：1 月 29 日（土）20:00 @Google Meet（オンライン） 

⚫ 各隊活動報告/予定共有 

 

⚫ 来年度継続登録メンバーの確認 

 

⚫ 2 月 13 日 地区登録審査（団委員長のみ） 

 

⚫ 3 月 6 日 入団説明会 

✓ 会場は、九品仏地区会館で確定 

 

⚫ 4 月 3 日 入隊・上進式 

✓ 会場は、奥沢区民センター 

✓ 抽選予約申し込みに各隊協力を要請 

 

⚫ 70 周年記念 団キャンポリー 

✓ 団補助・参加費（案）が提示され、決定 

✓ プログラム企画の遅れは、指導者がフォローすること 

 

 

◼ 育成会役員会：1 月 30 日（日） → 延期 

⚫ 活動費徴収 

 

⚫ 1 月 30 日の育成会の役員会は、オミクロン株拡大により延期 

 

 

 

 

◼ 団会議：2 月 26 日（土）20:00- @奥沢地区会館 

◼ 育成会役員会：近日中に開催予定 


